
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当 面 の 主 要 課 題

金融商品取引市場の動向・環境変化に即応した自主規

制機能の発揮 

 証券市場の活性化に向けた諸問題の検討・提言 
・ 証券市場の幅広い利用者に開かれた「検討懇談会（仮称）」の意見等を踏まえた検討 

 社債市場の活性化に向けた施策の実施 
・ 「社債市場の活性化に関する懇談会」等による提言とその着実な実行 

 経済成長と国内外の投資を呼び込む新興市場の改革に向けた検討 
・ ｢新興市場に関する懇談会｣の積極的活用 

 資本市場の活性化のための金融証券税制の実現に向けた取組み 
・ 金融所得課税の一体化推進等 

 官民一体による海外への日本市場の積極的な PR 
 多様化・複雑化する協会員情報の公開及び経営情報交換の促進 

 証券市場の幅広い利用者の目線に立った「投資勧誘」や「広告」等に関す
る自主規制規則等の見直し・策定 

・ 証券市場の幅広い利用者に開かれた「検討懇談会（仮称）」の意見等を踏まえた検討 

・ デリバティブ取引等に関する自主規制規則等の見直し・策定 

 自主規制規則等の検討プロセスの初期の段階（WG等）から、中立的立場
の有識者の参画を求めるなど、中立性・透明性の向上 

 投資者に対する注意喚起（インベスター・アラート）など投資者に対する
情報発信機能の拡充 

 未公開株式被害の未然防止に向けた継続的な対応

 証券決済制度の中長期的なあり方を含めた検討と対応 
・ 国債決済期間の短縮化（アウトライト T+２）の早期実現に向けた着実な対応 

 投資情報の一環としての金融・資本市場統計情報の整備・充実 
 証券保安対策支援センターにおける反社照会・相談業務の拡充 
・ 警察当局との連携も踏まえた反社情報データベースのあり方についての継続的検討 

 協会員のシステムリスク管理態勢の整備・充実に向けた対応 

効 率 的 で 公 正 な 市 場 基 盤 整 備 の 推 進 

 市場の公正性確保のための取組み 
・ 売買管理に関する規則等の見直し 

・ ライツイシュー等新たなファイナンス形態への対応 

 市場機能の一層の強化への取組み 
・ 公社債売買参考統計値制度の見直し等、社債市場のさらなる活性化に向けた制度整備の

ための対応 

・ 海外証券取引所の取引制度の多様化等に伴う規則見直し 

 ATC（問題等の早期把握）機能の充実、強化及び活用

証券戦略部門 自主規制部門 

総括・管理部門 

証券市場の幅広い利用者との対話による市場の

問題解決に向けた取組み 

投 資 未 経 験 者 に 重 点 を 置 い た 普 及 啓 発 、 広 報 の 推 進 

 一般市民の金融リテラシーの向上による個人投資家のすそ野拡大 
・ 投資未経験者を対象とする普及啓発の年間を通じた事業展開 

 学校現場の意識・実態とのギャップを埋める「金融経済教育」の推進 
・ 学校運営責任者（学校長等）や学校の先生方との懇談会等働きかけ 

 効果・効率的観点からの普及啓発事業の再編成と重点施策の実行 

証券市場の幅広い利用者の信頼を向上させるための自主規制機能の強化

 自主規制規則の体系の見直し（整理・統合・改廃） 
・ 「自主規制規則のあり方に関する検討懇談会」中間整理に基づく継続的検討 

 規則の定期的見直しシステムの導入 

 高齢者に対する適合性原則と金融商品の説明状況の点検強化 
 システムリスク管理態勢の点検及び監査能力の充実 
・ 専任監査チームの組成、同チームによる監査員の指導・育成 

 FINMAC における「金融 ADR 制度」への取組みに対する協力及び協会
員に対する適切な情報提供 

高い信頼を得る協会運営及び情報発信力向上

への取組み 

 自発的な協会業務改革に向けた取組み 
 アジア証券市場などとの協力関係の一層の推進 
 協会広報のあり方に関する検討及び具体的施策
の実施 

・ 証券市場の幅広い利用者の目線に立ったウェブサイトの

構築 

 第二種業の自主規制組織（第二種業協会（仮称））
の設置に向けた支援 

 幅広い利用者の意見を集約し、証券会社などへの信頼を飛躍的に向上させるとともに、身近で安心な市場を実現する。

 国際的に信認され、経済発展の基盤として高い競争力を有する金融･証券市場を確立する。 

 幅広い利用者との対話などによる協会機能の発揮と、積極的な情報発信を行う。 

 証券市場の幅広い利用者に開かれた「証券市場
の諸問題に関する検討懇談会（仮称）」の設置に

よる課題の整理及び解決策の検討 
・ 懇談会の定例開催に加え、アンケート調査、ウェブサイ

ト等を活用した幅広い意見を踏まえた市場活性化及び自

主規制等課題の検討 

 

証券市場の幅広い利用者との対話促進による市場活性化に向けた取組み 

金融商品取引市場の動向・環境変化に即応した自主規制機能の発揮

自主規制規則体系のあ り方の検討と見直しに向けた取組み

監 査 、 あ っ せ ん ・ 相 談 機 能 の 充 実 に 向 け た 取 組 み
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